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国語「漢文」　第3章．再読文字①

1 再読文字その１ ＜書き下し文・意味＞ ＜読み方のポイント＞

(1) このむものをきかざる

(2) よろしく

(3) いまだかへらず

(4) ぎするにたらざる

(5) げんにしたがふべし

2 再読文字その２

(6) をしむべし

(7) まさに

(8) ときにおよんでまさに

(9) ながるべし

(10) およぶべし

【 アプリ版のご紹介 】 古文・漢文 【 オマケの一題 】

　中学社会　地理・歴史・公民

　1997年に結ばれた、温室効果ガスの削減目標を定めた条約は？
　(A) ジュネーブ条約　(B) 京都議定書　(C) 原子力協定　(D) 南極条約

漢水も亦応に西北に流るべし　（漢水もまたきっと西北に流れるだろう）
「応」は再読文字。再読文字は、始めに返り点を無視して読み、その後もう一度
返り点通りに読む。応は「まさに～すべし」と読み、「きっと～のはずだ」と訳す。

楽しみを為すは当に時に及ぶべし　（楽しいことをするのは楽しむべき時にする
べきだ）

「当」は再読文字。再読文字は、始めに返り点を無視して読み、その後もう一度
返り点通りに読む。当は「まさに～すべし」と読み、「当然～すべきだ」と訳す。

古文・漢文を学習中の中学生、高校生必見！定期試験とセンター試験に頻出の「古文
単語」「古典文法」「漢文」を、完全に無料で学べるアプリが登場！！

当に寸陰を惜しむべし　（わずかな時間も惜しまなければならない）
「当」は再読文字。再読文字は、始めに返り点を無視して読み、その後もう一度
返り点通りに読む。当は「まさに～すべし」と読み、「当然～すべきだ」と訳す。

応に故郷の事を知るべし　（きっと故郷の事を知っているだろう）
「応」は再読文字。再読文字は、始めに返り点を無視して読み、その後もう一度
返り点通りに読む。応は「まさに～すべし」と読み、「きっと～のはずだ」と訳す。

時に及んで当に勉励すべし　（時をのがさず、当然勉め励むべきである）
「当」は再読文字。再読文字は、始めに返り点を無視して読み、その後もう一度
返り点通りに読む。当は「まさに～すべし」と読み、「当然～すべきだ」と訳す。

人未だ還らず　（人がまだ帰らない）
「未」は再読文字。再読文字は、始めに返り点を無視して読み、その後もう一度
返り点通りに読む。未は「いまだ～せず」と読み、「まだ～しない」と訳す。

未だ与に議するに足らざるなり　（まだ共に道を論ずる資格がない）
「未」は再読文字。再読文字は、始めに返り点を無視して読み、その後もう一度
返り点通りに読む。未は「いまだ～せず」と読み、「まだ～しない」と訳す。

宜しく師の言に従ふべし　（先生の言葉に従うのがよろしい）
「宜」は再読文字。再読文字は、始めに返り点を無視して読み、その後もう一度
返り点通りに読む。宜は「よろしく～べし」と読み、「～するのがよい」と訳す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解答と解説

未だ学を好む者を聞かざるなり　（まだ学問を好む者を知らないのだ）
「未」は再読文字。再読文字は、始めに返り点を無視して読み、その後もう一度
返り点通りに読む。未は「いまだ～せず」と読み、「まだ～しない」と訳す。

宜しく高位に在るべし　（高い位にいるのがいい）
「宜」は再読文字。再読文字は、始めに返り点を無視して読み、その後もう一度
返り点通りに読む。宜は「よろしく～べし」と読み、「～するのがよい」と訳す。
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